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＜設置の趣旨＞

奈良県観光戦略本部について

▼ 第１回本部会議にて下記４エリアを重点エリアとして部会を設置

本
部
会
議

近鉄奈良駅・新大宮駅・JR奈良駅周辺エリア

平城宮跡周辺エリア（平城京跡、西の京）

中部エリア（斑鳩、山の辺の道、飛鳥・藤原）

南部・東部エリア
（吉野・天川、金剛・葛城、十津川村、宇陀）

部会

観光に関わるビジネス・プロフェッショナルをはじめとする民間の知見を活かし、奈良県の観光ＧＤＰの
飛躍的かつ持続的な拡大を目的として、観光政策を機動的かつ戦略的に推進することにより、奈良県経済
の発展を図る。

＜観光戦略本部の構成＞
本部には「本部会議」及び「部会」を設置。令和6年5月15日に実施された第1回奈良県観光戦略本部会議
にて部会の設置を決定。

本部会議

・県全域を俯瞰した全体的な議論
・部会における重点的な取組の整理

・課題やあるべき将来像、それに向けた
取組の方向性等について議論

・具体的かつ実践的な施策について検討

適宜、本部会議へ
ボトムアップ＆フィードバック

各エリア部会
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＜奈良県の観光における課題＞

奈良県観光戦略本部について

＜目指すべき姿＞

奈良県の観光ＧＤＰの飛躍的かつ持続的な拡大

＜奈良県観光戦略本部の設置＞

＜数値目標（KPI）（２０３０年度）＞
・観光消費額 ４，２００億円
・一人当たりの観光消費額【宿泊】３１，０００円【日帰り】６，０００円
・延べ宿泊者数 ５００万人

観光消費額が非常に少ない 宿泊客数が非常に少ない

1人あたり観光消費額（令和３年）

奈良県:５，３０８円

（全国平均９，９３１円と大きな開き）

延べ宿泊者数（令和５年）

奈良県：２６０万人（全国４４位）

観光客が奈良公園周辺に集中

奈良公園来訪の割合（令和５年）

・日本人 36.8％

・インバウンド 85.3%

・民間の知見を活かし、目指すべき姿の実現に向けて、観光政策を機動的かつ戦略的に推進
・県内各地域にフォーカスして地域ごとのカルテを作成、処方箋としての実効的な取組を実施

令和６年５月15日
奈良県観光局観光戦略課

３



出典 ： 奈良県観光データ「見える化」推進事業

実施結果報告書

データ提供：株式会社データワイズ【人流比較】①日本人観光客

・年間を通じて、奈良公園エリアに集中

・吉野エリアは ３月、４月の桜の時期に集中

日本人観光客 人流解析（令和5年）
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出典 ： 奈良県観光データ「見える化」推進事業

実施結果報告書

データ提供：「Japan Travel by Navitime」のGPS【人流比較】②インバウンド

・インバウンドも奈良公園エリアに集中

*各エリアと比べ、100倍以上の来訪者が集中している状態

インバウンド 人流解析（令和5年） ※エリアによって左軸の目盛線の数値が違うことに留意
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これまでの政策の特徴

文化施策的側面が強い総花的プランニング

イベント開催等が中心の誘客促進

高いポテンシャルを持つ観光資源に依存

これまでの政策に足りなかったもの

観光データを活用した政策立案

観光産業としての受け皿環境の整備

観光地としての磨き上げ

観光地域づくり
観光データ等を活用・分析し、地域が持つ魅力を感度の高い観光客の視点で整備・演出

奈良県観光政策の方向性

今後の方向性

○観光客の満足度を高め、県内での観光消費に繋げていく

・県内それぞれの地域にフォーカス

・観光データ等を活用

・地域とともに地域課題を解消

観光地として磨き上げ、
付加価値を提供

地域に初めて訪問する人を増やす

地域のファン（リピーター）を増やす

地域と関わる人を増やす

交流人口の増

関係人口の増

①経済の持続的・飛躍的発展
②地域の活性化・課題解決
観光分野における高い付加価値の提供を通じて、
地域の宿泊業、飲食業、伝統産業、農林水産業
など多様な分野に経済効果を波及
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観光地域づくり 実施体制

統括リーダー

観光力創造課 主幹

近鉄奈良駅・新大宮駅・
ＪＲ奈良駅周辺エリア

平城宮跡周辺エリア
（平城宮跡、西の京）

中部エリア
（斑鳩、山の辺の道、
飛鳥・藤原）

南部・東部エリア
（吉野・天川、金剛・葛城、

十津川、宇陀）

エリアリーダー
奈良公園室 課長補佐

エリアリーダー
公園企画課 課長補佐
観光力創造課 課長補佐

エリアリーダー
観光力創造課 課長補佐①
観光力創造課 課長補佐②

エリアリーダー
観光力創造課 課長補佐①
観光力創造課 課長補佐②

外 部 専 門 人 材

コーディネーター班 観光データ分析・コンサル班 着地型旅行ＡＧＴ班

各エリアに入り込み、地域関係者とともに観光地域づくりを推進
■各エリアの観光ステークホルダーと協働体制を構築（観光地域づくりに意欲のある観光キーパーソン等によるスモールスタート）
■各エリアにおける活動状況・課題・提案等を「奈良県観光戦略本部（本部会議及び部会）」にボトムアップ＆フィードバック ８



観光地域づくり 重点エリア

③中部エリア
（斑鳩、山の辺の道、飛鳥・藤原）

世界遺産等の主要な歴史文化施設はあるが、
観光誘客は進んでいない
（①エリアからの流入は多くない）

アクセスは比較的良好

①エリアと比較して宿泊施設、商業施設が
少ない（近年、複数の宿泊施設が開業）

④南部・東部エリア
（吉野・天川、金剛・葛城、十津川、宇陀）

世界遺産や優れた自然等はあるが、観光誘
客が進んでいない

アクセスが良くないエリア多数
（一次交通に頼らない誘客が必要）

宿泊施設、商業施設が圧倒的に少ない

①近鉄奈良駅・新大宮駅・
ＪＲ奈良駅周辺エリア
世界遺産等の主要な歴史文化施設が豊
富にあり、認知度も高く、観光誘客が
進んでいる

オーバーツーリズム対策が必要

宿泊施設、商業施設は比較的豊富

②平城宮跡周辺エリア
（平城宮跡、西の京）

世界遺産等の主要な歴史文化施設はあ
るが、観光誘客が進んでいない
（①エリアからの流入は多くない）

アクセスは比較的良好

①エリアと比較して宿泊施設、商業施
設が少ない
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観光地域づくり コンセプト

理 念

Ｂｙ Ｔｈｅ Ｒｅｇｉｏｎ
Ｆｏｒ Ｔｈｅ Ｒｅｇｉｏｎ
■地域の暮らしを豊かにする手段としての観光

目 的

経済の持続的・飛躍的発展
×

地域の活性化・課題解決
■観光の産業化により観光ＧＤＰを拡大
■地域の担い手となる関係人口等を創出

方 針

地域の潜在力を引き出す
■観光地として磨き上げ付加価値を提供
■観光データと地域にフォーカスした実効的取組
■観光消費・経済発展につながる観光施策

観光地域マーケティング
自地域を初めて訪れる人や、繰り返し訪問する人（リピーター）、ひいては地域と
多様に関わる人（関係人口）を増やすことで、地域の経済効果や住民満足度
を向上させる好循環を構築するための仕組みづくり

環 境 分 析

・外部環境分析
・内部環境分析
・内外環境統合分析

マーケティング戦略策定

・地域ビジョン
・ブランディング
・セグメンテーション
・ターゲティング
・ポジショニング

実施・販売、評価・検証

・施策実施
・施策評価

観光商品・サービス開発

・プロダクト
・プライス
・プレース
・プロモーション

観光地域マーケティング
を活用した観光地域づくり

アプローチ

■データドリブンな観光地域マーケティングを実践
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観光地域マーケティングの進め方

（
地
域
の
観
光
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
）

地
域
の
観
光
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
体
制
の
構
築

外部環境分析
自地域に影響を与える政治
的、経済的、社会的、技術
的要因を把握

内外環境統合分析
外部環境分析、内部環境分
析の結果を整理し、自地域
の現状・課題・強みを把握
するとともに、目指すべき
方向性を導出

内部環境分析
自地域の観光資源や顧客の
状況、ソフト・ハード面の
整備状況、受入体制、競争
優位性などを把握

プロダクト戦略
マーケティング戦略と合致
した自地域の観光資源や魅
力を提供できる観光商品・
サービスを検討

セグメンテーション
（Ｓ）

ニーズや性質による整理軸
で市場（旅行者）を細分化

ターゲティング
（Ｔ）

細分化した市場（旅行者）
からターゲットとする市場
（旅行者）を明確化

ポジショニング
（Ｐ）

ターゲット市場（旅行者）
に対する自地域の立ち位置
や提供価値を明確化

（
観
光
の
チ
カ
ラ
を
活
用
し
て
自
地
域
が
目
指
す
姿
を
検
討
・
共
有
）

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化

（
地
域
の
普
遍
的
価
値
と
な
る
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
再
定
義
・
共
有
）

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
付
加
価
値
の
創
出

プライス戦略
ターゲットに訴求できる適
切な価格帯を検討

プレース戦略
自地域の観光商品・サービ
スがターゲットに届く販路
や提供場所を検討

プロモーション戦略
自地域の観光商品・サービ
スの情報がターゲットに届
く情報発信の方法を検討

（
観
光
消
費
額
、
入
込
数
、
宿
泊
者
数
、
認
知
度
な
ど
定
量
的
な
目
標
を
設
定
）

目
標
と
す
る
Ｋ
Ｇ
Ｉ
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定

（
観
光
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
や
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
）

施
策
の
実
施

（
機
敏
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
（
ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
）
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
実
施
）

施
策
の
実
施
結
果
の
評
価
・
検
証

実施・販売、
評価・検証

観光商品・サービス開発マーケティング戦略策定環境分析
ＰＴ
設置

フィードバック

■各プロセスで必要となる地域ごとの観光データを収集・分析・可視化（消費データ、人流データ、宿泊データ、認知度データなど）
■各プロセスの成果を観光地域カルテにより整理・共有（地域の観光データ、SWOT分析・STP分析・4P分析の結果など）

データや定量的なエビデンスに基づき取組方針等を決定（データドリブン）

【ＳＷＯＴ分析】 【ＳＴＰ分析】 【４Ｐ分析】
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中部、南部・東部エリアにおける課題提起

流 通 ＜サプライチェーン＞

発地側の旅行会社やメディア等へのプロモーションを行っているが、
誘客に結びついていないのではないか

受入環境 ＜宿泊施設・観光施設＞
一定規模以上の宿泊・観光施設が少ないのではないか

廃業・休業する旅館やホテルが増えているのではないか

利活用されていない空き施設や空き家が増えているのではないか

価値提供 ＜地域の魅力・価値＞
地域が有する歴史や文化、自然等の観光資源を「見て、食べて、知る」
体験コンテンツが不足しているのではないか

観光地としての魅力や価値の磨き上げが不足しているのではないか

12
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令和６年度 部会の進め方

【各エリア 】
①意見交換・検討・分析
②地域カルテの作成（見直し）

【部 会】
地域カルテに対する

意見交換･コメント聴取･助言

【各エリア 】
①地域カルテのブラッシュアップ
②意見交換・検討・分析
③処方箋の作成（見直し）

【部 会】
処方箋に対する

意見交換･コメント聴取･助言

【各エリア 】
①処方箋のブラッシュアップ
②処方箋に基づく取組を実施
③取組に対する効果検証

【部 会】
効果検証に対する

意見交換･コメント聴取･助言 地域カルテ
環境分析（地域の現状・課題・強み等）
地域ビジョン・地域ブランディング・
ブランドコンセプト など

処方箋
セグメンテーション・ターゲティング・
ポジショニング分析
プロダクト・プライス・プレース・
プロモーション戦略 など

＜実効的な取組＞
観光商品・サービス開発、販売
戦略的プロモーション など

＜ＰＤＣＡサイクル＞
必要に応じて診断カルテから見直し

部会は各委員へのデータ共有・オンライン面談等による意見交換・コメント聴取・助言等を想定
必要に応じて各委員の専門分野に係る個別の意見聴取を実施
各エリアＰＴ、部会での検討状況を本部会議へボトムアップ＆フィードバック

観光地域カルテ
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